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)(yfx  が、 21 ≦x において、 2)2(1)(  yyf を満たすと仮定する。 
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21 ≦t のとき 
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両辺を t で微分すると     43)2(1)( 222
 ttttf  

   143)44(1)( 222
 ttttttf  1)(  yyf  

)(21)2(1 2 yfy  ≦ であるから、 2)2(1)(  yyf が成立。 

 

以上により 

 10 ≦≦ y のとき )12(
3

2
)(  yyf 、 21 ≦y のとき 1)(  yyf  ……(答) 

 

Aの xy平面による断面は、右図の通り。 

 

なお、 )(yfx  は 1y において連続であるが、 

1y において微分不可能である。 
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